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福島第一原子力発電所の現況

水素
爆発

水素
爆発

 飛散防止対策を
徹底した上で、
本年４月頃から
カバー撤去予定。



セシウム吸着装置

敷地内に約３０万トン貯蔵中

貯水タンク

原子炉冷却水：
約320トン／日流入

地下水
約400トン／日流入

約720トン／日

余剰水：約400トン／日発生

注水冷却システムの概要
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３つの基本方針

１．汚染源を取り除く
① 多核種除去設備による汚染水浄化

② トレンチ内の高濃度汚染水の除去
等

２．汚染源に水を近づけない
③ 地下水バイパスによる地下水の汲

み上げ

④ 建屋近傍の井戸（サブドレン）で
の汲み上げ

⑤ 凍土方式の陸側遮水壁の設置

⑥ 雨水の土壌浸透を抑える敷地舗装
等

３．汚染水を漏らさない
⑦ 水ガラスによる地盤改良

⑧ 海側遮水壁の設置

⑨ タンクの増設（溶接型タンクへの
リプレイス等）

等

１２３４

⑧海側遮水壁

⑤陸側遮水壁

④サブドレン

③地下水バイパス

⑥土壌浸透を抑え
る敷地舗装

⑦地盤改良

⑨タンク設置
予定地

地
下
水
の
流
れ

①多核種除去設備

タンク設置
エリア

提供：日本スペースイメージング（株）、（C）DigitalGlobe

②トレンチ内高濃度
汚染水除去
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汚染水対策の概要



対策 進捗

汚
染
水
対
策

「取り除く」

多核種除去設備（汚染水から放射性
物質を除去する設備）による汚染水
浄化

運用中

既にタンク内約５６万トンのうち過半の処理が完了

ストロンチウム浄化設備も活用し、できるだけ速やかに、タンク
内の全ての汚染水処理を目指している
（現状のペースでは５月末完了見込）

建屋の海側にある地中トンネル（トレ
ンチ）内の高濃度汚染水の除去

着手済
トレンチ内の高濃度汚染水１１,７００トンのうち２,５１０トンの除
去を完了（昨年１２月１８日）
今年度中のトレンチ内の汚染水除去完了を目指している（※）

「近づけない」

建屋山側の井戸から海へ排水（地下
水バイパス）

完了・運用中
昨年５月下旬より排水を開始
汚染水の増加量 ： ４００ｍ３／日⇒ ３００ｍ３／日

建屋周辺の井戸（サブドレン）から地
下水を汲み上げ、浄化した上で、海
へ排水

着手済 地下水の浄化試験等の結果を関係者に説明中

陸側遮水壁の設置 着手済
昨年６月より工事着手、今年度中に山側の先行凍結開始を目
指している（※）

地下水流入抑制のための敷地舗装 着手済 今年度中の概成を目指している（※）

「漏らさない」

タンク堰のかさ上げ、二重化 完了・運用中
昨年７月中旬に完了
今年度の台風時にも効果を発揮

水ガラスによる地盤改良 完了・運用中 昨年３月に完了

海側遮水壁の設置 着手済 ９割以上の工事が進捗

タンクの増設 着手済
中長期ロードマップより２年前倒し、今年度中に８０万トン整備
予定（※）

労働環境改善等
全面マスク着用省略可能エリアの拡大 着手済

現状の６５％（敷地面積比）を、平成２７年５月に９０％へ拡大す
ることを目指している（※）

大型休憩所、給食センターの設置 着手済 今年度中完成予定（※）

主な廃炉・汚染水対策の進捗状況

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

※１月２０日に発生した死亡災害に伴う安全点検により、約２週間作業を中断したことで、半月から１ヶ月程度、各作業工程がスライドする見込み。
具体的な影響については、今後精査。 4



◇ 複数の浄化設備を導入して汚染水処理を加速し、タンク内の汚染水をできるだけ速やかに処理
することを目指している。（現行のペースでは５月末 完了見込）

◇ 更に多重的なリスク低減策により、早期の浄化処理を進め、敷地境界における実効線量（評価
値）の低減を図る。
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①多核種除去設備等（汚染源を取り除く対策）

多核種除去設備等 ※１ ６２核種を除去
※２ ストロンチウム

等を除去

多重的な

リスク低
減策

ＲＯ濃縮水
処理設備

高性能
多核種除去

設備

増設

多核種除去設備
（ALPS（アルプス））

多核種除去設備
（ALPS（アルプ

ス））
モバイル型

ストロンチウム
除去設備

セシウム

吸着装置（ＫＵＲＩＯ
Ｎ）でのストロンチ

ウム除去

第二セシウム

吸着装置（ＳＡＲＲＹ）
でのストロンチウム

除去

※１

※１

※１

※２

※２

※２
※２

敷地境界における実効線量の目標値
（原子力規制委員会）

時期 平成２７年３月末 平成２８年３月末

目標 ２mSv/年未満※ １mSv/年未満

※平成２７年３月末までに、タンクに貯蔵さ
れた汚染水以外に起因する敷地境界に
おける実効線量（評価値）を１mSv/年ま
で低減する。



 ＩＡＥＡ調査団の提言等を受け、汚染水処理対策委員会の下に「トリチウム水タスク
フォース」を設置。

 トリチウム水の取扱いを決定するための基礎資料として、分離、貯蔵、放出等の様々な
選択肢を抽出するとともに、それらの選択肢について、リスク、環境影響、費用対効果
等の評価すべき項目を整理し、総合的な評価を実施。

 本年１月までに計１１回開催し、海外から有識者を招聘しての意見交換などを通して、
複数の選択肢及び評価項目を整理し、各選択肢についての議論を継続中。

これまでの検討内容

平成２５年 １２月２５日 第１回 タスクフォースの進め方について
平成２６年 １月１５日 第２回 分離技術と地下貯蔵、複数の選択肢と評価項目について

２月 ７日 第３回 評価項目（環境動態・影響の考え方）について
２月２７日 第４回 評価項目（環境における拡散等）について
３月１３日 第５回 海外の取組事例について（仏国、英国）
３月２６日 第６回 海外の取組事例について（米国、英国）
４月 ９日 第７回 海外の取組事例について（仏国）
４月２４日 第８回 これまでの議論の整理について
７月 ９日 第９回 選択肢の技術的成立性の検討（地層中に注入廃棄）

１０月２４日 第１０回 選択肢の技術的成立性の検討（地下に埋設廃棄）
平成２７年 １月２１日 第１１回 ステークホルダーとのリスクコミュニケーションのあり方について
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トリチウム水タスクフォースにおける議論①



最終形を考慮した選択肢と主な課題等
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トリチウム水タスクフォースにおける議論②



機密性○

◇原子炉建屋海側の地下トンネル（トレンチ）には、事故当初の高濃度汚染水が溜まっている。
（万一漏えいした場合のリスクが大きい）。

◇１１月より、汚染水をポンプで抜き取りながら、トレンチを充填・閉塞する作業に着手。
（昨年１２月１８日に、２号機トレンチのトンネル部の充填を完了。３号機についても、同様
の方法で充填予定。）

◇今年度中のトレンチ内の汚染水除去完了を目指している。

※１月２０日に発生した死亡災害に伴う安全点検により、約２週間作業を中断したことで、半月から１ヶ月程度、各作業工程がスライ

ドする見込み。具体的な影響については、今後精査。

②トレンチ内の高濃度汚染水の除去（汚染源を取り除く対策）

・昨年１２月１８日トン
ネル部閉塞充填完了
・2510/5000m3を抜き
取り済

・トンネル部充填準備
完了
・6000m3貯留

・トレンチ内部状況を
調査中
・700m3貯留

２号機トレンチ（鳥瞰図）における充填状況

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ 立坑Ｄ

開削ダクト

砂

充填完了部分

汚染水抜き取り用ポンプ

汚染水

海側：充填完了部分
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機密性○

◇建屋近傍の井戸（サブドレン）から地下水を汲み上げ、建屋周辺の地下水位を下げ、建屋への地下水

流入や建屋海側エリアへの地下水流出を抑制する。建屋近傍で汲み上げることで、より大きな地下水
流入の抑制効果を期待。

◇現在、関係者に説明中。関係者の御理解なしに排水はしない。

【サブドレンの概略図】

④サブドレン（汚染源に水を近づけない対策）
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地下水ドレン

サブドレン

サブドレン・地下水ドレン配置図

セシウム

１３４

セシウム

１３７
全ベータ トリチウム

運用目標 １ １ ３（１）※１ １，５００

法令告示濃度※２ ６０ ９０ ３０※３ ６０，０００

ＷＨＯ飲料水

水質ガイドライン
１０ １０ １０※３ １０，０００

サブドレン・地下水ドレンの運用目標等



◇護岸の外側に遮水壁を設置し、汚染された地下水の海洋流出を防ぐ。

◇ ２０１１年１０月に工事に着手し、鋼管矢板の打設は一部を除き完了（約９８％完了）。遮水壁内側の
埋立工事を実施中。

◇ くみ上げた地下水の浄化・排水について関係者に説明中。

現在の海側遮水壁の設置状況
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⑧海側遮水壁（汚染水を漏らさない対策）

※ 汚染された護岸の地盤改良とウェルポイントによるくみ上げ等

サブドレン・地下水ドレン、海側遮水壁による
放射性物質の海洋への流出低減効果



◇ 陸側遮水壁で建屋を囲み、建屋への地下水流入を抑制する。
◇ ２０１３年８月から、地下水の流速が速い場合の対策や地下水位管理手法等について技術実証。
◇ 昨年６月２日より本格施工に着手し、今年度中の凍結開始（山側の凍結しにくい箇所を先行）

を目指している。
◇１月２８日時点で、凍結管設置のための掘削が１５４９本中、９４０本（約６１％）完了。

※１月２０日に発生した死亡災害に伴う安全点検により、約２週間作業を中断したことで、半月から１ヶ月程度、各作業工程がスライ

ドする見込み。具体的な影響については、今後精査。

凍結プラント

・延長 約1,500m
・凍土量 約7万m３

陸側遮水壁

陸側遮水壁（深さ約３０ｍ）
透水層

難透水層

陸側遮水壁の全景及び断面

⑤凍土方式の陸側遮水壁（汚染源に水を近づけない対策）

削孔完了箇所
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